
浅間山の火山活動について

浅間山
二酸化硫黄放出量

（平成14年７月４日～平成27年６月15日）

浅間山
最近の火山性地震の日別回数
（平成27年４月１日～６月15日）

４月下旬頃から増加しています。日回
数の最多は６月７日の88回。 日回数
が80回を超えたのは2010年２月13日
（94回）以来。

６月８日の観測で１日当たり５００トン、６月
１１日の観測では１７００トンと急増。
13日の観測では700トン、15日の観測で
は1,100トンと多い状態で継続
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① これまで噴火を繰り返している浅間山は、昨年から地震活動がやや活発になり、今年４月下旬頃から地震回数が増加

② また、二酸化硫黄の放出が増加しており、その放出量は、６月８日の観測で１日当たり５００トン、６月１１日の観測では１７
００トンと急増

③ これを受け、６月１１日１５時３０分に火口周辺警報を発表し、噴火警戒レベルを１（活火山であることに留意）から２（火口
周辺規制）に引き上げ

④ ６月１６日には、山頂火口でごく小規模な噴火が発生。噴火警戒レベル２を継続しており、引き続き火口から概ね２キロメー
トルの範囲での警戒が必要。



浅間山・レベル２への引き上げに伴う地元の対応

○6月11日（木） 噴火警戒レベル２に引き上げ
○6月12日（金） 地元自治体・火山専門家等からなる浅間山火山防災協議会（コアグループ会議）を開催

地元自治体による防災対応（火口から２ｋｍの範囲の規制、ロープ張り、看板設置、防災無線やホームページ
等による周知）を確認

○6月16日（火） 山頂火口でごく小規模な噴火が発生、被害等はなし。噴火警戒レベル2に変更はないが、引き続き警戒が必要
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